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1は じ め に

水稲減化学肥料栽培の生育・収量の安定化のために

は、化学肥料の代替となる有機質資材の適切な施肥法の

確立が必要である。本報では、青森県内で入手できる有
機質資材の成分特徴と窒素無機化特性を明らかにし、こ

れら資材の施肥法について検討したので報告する。

2試 験 方 法

(1)有機質資材の成分特徴と窒素無機化特性
1)試験年次 :2002年～2003年  2)供試有機質資材 :県
内で流通している菜種粕、大豆粕、魚粕、乾燥鶏糞、発
酵鶏糞、混合有機質肥料。参考として豚ぶん堆肥 (青森

畜試産)。  3)全窒素、全りん酸及びカリ含有率 :「肥料
分析法Jに準じ分析。4)窒素無機化特性 :風乾水田±10
gに供試有機質資材を窒素10mg相 当量混和、湛水条件
で20℃及び30℃で保温静置、一定期間ごとに無機化窒素
量を測定。無機化データは土壊窒素無機化の特性評価と

窒素供給プログラム「ENMS」 〈金野隆光、1988)で
解析。

(2)水稲減化学肥料栽培の施肥法
1)試験年次 :2002年～2003年  2)試験場所 :青森県農
林総合研究センター (旧青森県農業試験場)。 3〉土壊条

件 :表層腐植質多湿黒ボク± 4)供試品種 :「つがるロ
マン」。 5)施肥及び移植月日 :2002年は5月 10日施肥、
5月 15日移植。2003年 は4月 28日 施肥、5月 16日 移植。な
お、栽培管理は場内一般栽培に準じた。6)試験区の構成
:①供試有機質資材 :菜種粕、発酵鶏糞、混合有機質肥
料。対照は化学肥料を用いた。②施肥量 :施肥窒素量は
全区とも基肥0.6kgた、追肥0.2kg/a(幼穂形成期)。 有機
質資材区では基肥窒素の04L/a相当を有機質資材で代
替した。この時、保証成分値より施用量を算出した慣行
区 (菜種慣行、鶏糞慣行、混合慣行)と保証成分値及び
推定窒素無機化率より無機化窒素量を算出し、これが0
4kg/aとなるように現物量を算出した増肥区 (莱種増肥、
鶏糞増肥、混合増肥)を設置。なお、りん酸及びカリは
全区0.8kg/a施肥。

3 試験結果及び考察

0)各有機質資材の成分特徴
各資材の平均全窒素含有率は、混合有機質肥料が6_3
%、 菜種粕、大豆粕及び魚粕が59%、 鶏糞を原料とし
た資材及び豚ぶん堆肥が30%であった。全りん酸は菜
種粕と大豆粕、全カリは魚粕と菜種粕が他の資材に比べ

含有率がやや低かった。

炭素率 (c/N比 )はいずれの資材とも20以下で、特に

混合有機質肥料が最も低かった。水分は家畜糞を原料と

したものが高い傾向にあった (表 1)。

(2)室素無機化特性からみた肥効性

湛水培養による最大窒素無機化率は、菜種粕、大豆粕、

魚粕が3資材平均で約70%、 混合有機質肥料が約60%で
供試資材の中ではこれらの肥効性は高いものと考えられ

た。一方、乾燥鶏糞及び発酵鶏糞の最大無機化率は純50

%(変動大)で肥効性はやや低く、豚ぷん堆肥は約30%
で肥rJJ性は低いものと考えられた 〈表2)。

(3)有機質資材の施肥法

有機質資材の施肥法について、有機質資材区慣行区(以

下、慣行区とする。)と有機質資材増肥区 (以下、増肥
区とする。)の本田での生育・収量等を比較検討した。
2002年は大きな気象変動もなく、地力窒素の発現も多
めであった。その結果、慣行区と増肥区の比較では、生

育に大差なく、収量は混合有機質肥料区を除き同等であ
つた。

また、各増肥区の生育量は対照区に比べ過剰なもので
はなかった。さらに、有機質資材区全般の収量は対照区
の95%～ 103%で大きな変動はみられなかった (表 2、 3)。
冷害年となった2003年は、慣行区の収量が菜種粕区を

除き対照区より大きく減収したが、増肥区では減収の程
度が小さかった。これは、慣行区では低温により茎数が

少なく、穂揃綱にかけての乾物重、窒素含有率及び窒素
吸収量等が対照区よりも低く推移し、ボ当たり籾数が減
少したものの、増肥区では慣行区に比べこれらの影響が

軽減され、増肥によって穂揃期の窒素吸収量が高めとな
り、慣行区より籾数確保が優ったためと考えられた (表
2、 3)。  なお、2003年は6月下旬以降、断続的な低温・
少照となったが対照区も含め、いずれの試験区とも障害
不稔の発生はみられなかった。

4 まとめ

今回調査した有機質資材の平均全窒素含有率は、混合

有機質肥料が63%、 菜種粕、大豆粕及び魚粕が5.9%、

鶏糞を原料とした資材及び豚ぷん堆肥が3_0%であった。
窒素無機化特性からみた肥勁性は、菜種粕、大豆粕、

魚粕が3資材平均で約70%、 混合有機質肥料が約60%で
肥効性が高く、鶏糞を原料とした資材 (約 50%)、 豚ぷ
ん堆肥 (約30%)は肥効性が小さいものと考えられた。
また、これら有機質資材を用いた水稲減化学肥料栽培
での施肥法は、保証成分値だけから施肥量を算出するの

ではなく、保証成分値と窒素無機化率から室素無機化量
を求め、これにもとづいて施肥量を決定することが、気
象変動に対しても安定した生育・収量を確保できるもの

と考えられた。

-41-



東 北 農 業 研 究 第 58号 (2005)

表1 供試した有機質資材の成分分析結果
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⑥ 混合有機質鮨将

注 ①「菜種」は菜種粕、
「寿糞」は発酵鶏糞、
「混合」は混合有機

質月巴料で、表 1の A
(Al)、  1(1り 、C(0・ )
に対応する。

②基肥量算出に用い

た推定窒素無機化

率は、2002年が全
て70%。 2003年は

鴨 養」が30%でそ
の他は70%。

□1 各有機質資材の窒素無機化特性
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表2 有機質資材の施肥量と乾物重及び窒素吸収状況

表3 有機質資材の施肥量と生育。収量
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注 幼穂形成期 (幼
形期)は 2か年とも
7月 15日 。
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